
"‘ヘ

こ
よ
み
の
う
え
で
院
も
う
審


V

札口…2
w
 


E
M

寒い寒いとい って もカラシ菜やキョウ菜など， 早春

の水分をた っぷ り含んだ漬物用野菜も出回りはじめま

した。促成栽培の野菜類もぽちは‘ち庖頭に顔をみせて

早
容
の
野
薬
品
�
 魚
も
出
盛
か
り

おります。全く 流通機構の発達で l年中おいしいもの

を食べられるのはしあわせだと思う反面，われわれの

舌はシュンの味，つまり本当の出盛かりの l沫を忘れか

けているのではないかと思います。 2， 3月から促成

栽培されたものを食べはじめ，地場物の出盛る 5月に

なったら， もうウンザリして見向きもしないとい った

ところではないでしょうか。季節はずれの珍しいl床を

競って楽しむより，安くて本当のl床を楽しみたいもの

です。

さて，魚屋の庖頭にもアサリ，ハマグリ ，サザエな

どの貝類が豊富に出回ります。また千葉県房総半島方 '79 
面から春の魚といわれるサヨリもたくさん入荷してき

町民のうごき
世保数  1.933 ~ 4.063 ，、、、
 
人 口  8.217 女 4.154


昭和54年 l月 l口説。:

11. 男1;; 
  

出生 6 10 

死亡 2 6 

転人 10 8 18 

転出 5 9 


ます。キラキラと銀色に輝く府，透明な身の美しいサ

ヨリやコノシロは，季節の変り目を告げるものといえ

ましょう 。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
こよみのうえではもう春早春の野菜や魚も出盛かり

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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12月議会 一般会計補正予算� 議� 
-.A 

4，700万円を減額
 
総額14億7，000万円


F

‘だ
よ

-円 

..6. 

V
勝
浦
町
立
病
院
の
改
築
に
つ
い
て

の
対
応
策 

畑
地
帯
総
合
土
地
改
良

V

事
業
の
推
進
と
問
題
点
に
つ
い
て

V
町
有
財
産
の
払
い
下
げ
と
町
有
財

産
の
確
保
に
つ
い
て
の
見
解

。
こ
の
談
会
で
決

っ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

-
一
般
会
計
補
正
予
算
は
四
千
七
百

万
円
を
減
額

一
般
会
計
補
正
予
算

(
第
六
回
)

は
、
四
千
七
百
二
十
二
万
九
千
円
の

減
額
で
、
総
額
十
四
億
七
千
百
三
十

七
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
減
額
の
内
容
は
、
同
和
対

策
事
業
代
や

一
般
管
理
貨
な
と
を
減

領
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

-
議
会
議
員
の
報
酬
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正

・
特
別
職
の
職
員
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
傍
例
の
一
部
を

改
正

-
勝
浦
町
職
員
定
数
候
例
の
一
部
を

改
正

就
任
あ
い
さ
つ


(久国)

坪 内正太郎氏

去
る
十
二
月
の
定
例
議
会
に
お
い

て
、
前
議
長
山
路
保
義
氏
の
後
を
受

け
て
、
は
か
ら
ず
も
、
不
肖
私
が
議

長
に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
勝
浦
町
は
、
国

・
県
問
機
に

厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
、
内
問
村

総
合
整
備
モ
テ
ル
卒
業
、
同
和
対
策

事
業
、
畑
地
総
合
盤
備
事
業
な
ど

一

連
の
継
続
事
業
の
ほ
か
に
、
坂
本
小

学
校
の
改
築
、
勝
浦
病
院
の
改
築
な

ど
重
要
問
題
が
山
相
し
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
る
だ
け
に
、

と
り
わ
け
職
責
の
塾
大
さ
を
認
識
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
す
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
い

っ
た
ん
お
引

き
受
け
し
た
か
ら
に
は
、
そ
の
重
賞

を
全
う
す
る
た
め
全
力
を
傾
庄
す
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
こ
の
う
え
と
も
の
ご
指
導
と
ご

援
助
を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
こ
健
康
と
こ
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

町
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、
十

二
月
二
十
日
開
会
し
、
五
十
三
年

-2月定例行政相談-

炉
」
会
守一

一
月
九
日
(
金
)

午
後
一
時 
1
三
時

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員

徳
島
行
政
監
察
局

川
原

勝

行
政
相
談
委
員

つ
ぎ
の
と
お
り
一
月
一
日
付
で
職

員
の
然
動
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

(

)

内
は
旧
任
で
す
。

。
総
務
課

係

長

播

得
税
)

d

一
度

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
十
三 

6

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
議
長

の
改
選
を
行
い
、
十
二
月
二
十
六

日
開
会
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

こ
の
談
会
で
町
政
に
対
す
る

一
般

質
問
の
お
も
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

V V
山
本
美
芳
議
員

松
く
い
虫
駆
除
対
策
に
つ
い
て

勝
浦
川
遊
水
地
時
の
解
消
と
(
犬

返
り
の
掘
削
)
県
道
勝
浦 
1
羽
ノ
浦

線
沼
江
バ
イ
パ
ス
建
設
と
の
関
辿
に

つ
い
て

岡
本
高
治
議
員 

V
新
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

V
生
比
奈
小
学
校
の
早
期
改
築
に
つ

V
視
聴
覚
教
育
に
つ
い
て 
V
防

V
昭
和
五
十
四
年
度
の
予
算
編
成
と

V
教
育
施
設
の

マ
財
政
調
笠
基
金
マ
地
方
似
マ
繰
出

金
マ
旅
費 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策
に

V

つ
い
て
マ
ナ
イ
タ
ー
の
使
用
期
間

マ
体
育
館
の
使
用
マ
徳
島
駅
伝

工着

問

重

夫

議

員

ミ
ス
子
(
糊

書

記

穏

ム

口

千

紛 

(
住
民
福
祉
制
郎 

) 

@
住
民
福
祉
制
耐

係

長

福

徳

ヤ

ス

ヱ 

(総

務

課 

) 

@
産
業
課

主

事

石

尾

@
建
設
課

主

宰

都

。
病
院
事
務
局

係

長

国

消

主

市
中
幸
野 

@
談
会
事
務
局

酌開

い

て

ロ
火
設
備
の
整
備
に
つ
い
て

一げ川
町 

中
西
附
美
議
員

工
健
全
財
政
に
つ
い
て

時

完

全

利
用
に
つ
い
て 

治
美
(建

設

謀 

)

敏
(
輸
品
川
明
時
)

一
治
(
産
業
課

照

子

(
機
会
事
務
局

内
子
(
総
務
課
)

V
勝
浦
町
立
病

主
事
補

稲

岡

ル
院
改
築
を
目
前
に
ひ
か
え
て

日
い
西
浜
勝
己
議
只 

中

村

芳

生一、ー 、
入、一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより12月議会　一般会計補正予算4700万円を減額総額14億7000万円

MUS04
テキストボックス
職員人事異動



一一ヘラ
F
A

為(3) 第� 104号	 i:J ずつ� つ ら 昭;f1l54年� 2月� 1日

11 

3月� 9日 /1

昭和� 54年度住民税申告相談日程表

生
駒
一
括
贈
与
を
受
け
て
い
る
か
定

二
月

一
日
か
ら

れ
る
か
た
は
、
農
業
委
只
会
#
務
局

三
月
十
五
日
ま
て

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

に
徳
弘
税
務
務
長

な
お
、
昭
和
五
十
三
年
中
に
生
前

に
「
路
地
な
ど
の

附
与
を
受
け
ら
れ
た
か
た
に
は
、

二

贈
与
を
受
け
た
場

月
中
旬
ご
ろ
に
全
員
お
集
り
い
た
だ

合
の
納
税
勉
予
の

い
て
替
相
刷
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い

特
別
申
告
」
や
三

て
指
導
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

年
-
」
と
に
行
う
「
納

農
地
は
ま
ず
農
業
委
員
に

税
勉
予
継
続
屈
出
」

相
談
し
よ
う

を
し
な
け
れ
ば
特

農
地
を
買
い
た
い
、
売
り
た
い
、

例
の
適
用
は
受
け

貸
し
た
い
、
借
り
た
い
・

。
こ
ん
な

ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、

場
合
は
、
ま
ず
股
業
委
只
会
に
相
談

期
間
内
に
手
続
き

す
る
こ
と
で
す
。

を
済
ま
し
て
く
だ

燥
地
に
附
す
る
こ
と
は
、
最
後
に

さ
い
。

は
炭
業
委
貝
会
で
手
続
き
を
し
な
け

申
告
の
必
要
な

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
披
初

か
た 

か
ら
燥
地
問
題
の
専
門
機
関
で
あ
る

@

昭
和
五
十
三

股
業
委
員
会
に
相
談
す
れ
ば
、
ム
ダ

年

一
月

一
日
か
ら

な
思
案
や
手
間
も
は
ぶ
け
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
十

ま
た
、
成
業
経
営
の
基
礎
と
な
る

二
月
三
十

一
日
ま

燥
地
の
こ
と
で
す
か
ら
、
法
律
や
制

度
は
、
色
々
な
事
態
を
想
定
し
て
絞

維
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
農
業
委

員
会
に
相
談
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

制
度
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

勝
浦
町
の
農
業
委
員
会
の
定
例
会

は
毎
月
二
十
五
日
前
後
に
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
燥
地
の
移
動
、
転
用
な

ど
の
申
前
で
当
月
の
委
貝
会
に
か
け

た
い
場
合
は
、
遅
く
て
も
二
十
日
ま

で
に
手
続
き
を
済
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

勝
浦
町
内成
業
委
員
会

で
に
生
前
一
括
贈
与
を
受
け
た
か
た
。 

@

昭
和
四
十

一
年
以
降
、
昭
和
四

十
四
年
、
四
十
七
年
、
五
十
年
中
に

農
地
な
ど
の
生
前
贈
与
を
受
け
、
税

務
署
へ
延
納
手
続
き
を
し
、
こ
と
し

が
三
年
目
の
更
新
に
当
た
る
か
た
。

た
だ
し
、
贈
与
者
か
受
柏
町
者
の
い

ず
れ
か
の
死
亡
し
た
り
過
般
婆
件
が

な
く
な
り
税
務
持
へ
手
続
き
を
し
て

い
る
か
た
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
場
合
も
牒
業
委
只
会
の

証
明
性
が
必
裂
で
す
か
ら
、
該
当
さ

※午前� 9時か ら午後� 4時まで

一
角
、
/

%
が
'
/
/

匂
山
明
ダ
沢
口

士易 所� 

2月16日

該当地区月 日

町役場全 町
2月23日� 

2月26日� j召江，石原 生上ヒ奈幾協� 

/12月27日 山内持h今山� 

/12月28日 中角，黒岩�  

3月� l口 町役場星 谷

/13月� 2日 生 名� 

/1久 国3!'J5日

/1棚 聖子3月� 6日

山3月� 7日 勝浦町膝↑tl! 

3月� 8日 初1 溺i 

与ー� 111 内� 

I反 本3月12日� 坂本事業所� 

3月� 131:1
町役場全 町

3月� 15日

住
民
税
の
申
告
相
談


一
一
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

ー¥

昭
和
五
十
四
年
度
住
民
税
の
申
告

受
付
と
納
税
相
談
は
、
次
の
要
領
で

行
い
ま
す
か
ら
必
ず
期
限
内
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ

い
。

-
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

。
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
五

十
三
年
中
(
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十

一
日
ま
で 
)
に
所
得
が
あ

っ
た
人
で
、
所
得
税
の
か
か
ら
な

か
っ
た
人 

(所
得
税
の
倣
定
申
告

書
提
出
不
要
の
人 
)

。
給
与
所
山
何
者
で
、
昨
年
中
に
給

与
以
外
の
所
得
が
あ

っ
た
人

-
申
告
し
な
く
て
よ
い
人

。
昭
和
五
十
四
年

一
月

一
日
現
在

公
的
扶
助 

(
生
活
扶
助 
)
を
う
け

て
い
る
人

。
給
与
所
得
の
み
で
、
給
与
支
払

報
告
瞥
を
提
出
し
た
人

。
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
人

。

青
色
事
業
主 

(背
色
決
算
書
を

提
出
し
た
人 
)

・
申
告
に
必
要
な
も
の

印
鐙
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証
拠

書
類
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
領
収
証

か
支
払
証
明
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

源
泉
徴
収
票
、
そ
の
他
申
告
に
必
要

な
甜
類

-

注

意

期
限
内
に
申
告
さ
れ
な
い
と
き
は
、

税
務
箸
や
町
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
不
申
告
加
算
税
が

追
徴
さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
期
限
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

選
句
を
受
け
る
だ
め
の


申
告
は
お
早
め
に


昭
和
五
十
三
年
分
所
得
税
の
般
定

申
告
の
期
限
は
、
昭
和
五
十
四
年
二

月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
。
し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
交
け

る
た
め
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
円

以
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が
納
め
過

ぎ
に
な

っ
て
い
る
人
は
、
早
く
申
告

す
れ
ば
税
金
の
還
付
も
早
く
受
け
ら

れ
ま
す
。

-
確
定
申
告
す
れ
ば

税
金
が
も
ど
る
人

・	

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
除
、

医
療
賀
位
除
、
住
宅
取
得
依
除
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

・

年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
織
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
剥
盤

を
受
け
な
か

っ
た
人
。 

-

原
稿
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
の

収
入
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
を
含
め

た
全
体
の
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な

い
人
。

機
定
申
告
の
し
か
た
な
ど
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
気
軽
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

三!嵩携の納税猶予申告iま泊:憎から3骨唱まで


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
贈与税の納税猶予申告は2月1日から3月15日まで
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引
き
続
き
、
幼
児
・
左
人

・
身
体
不

内
出
品
引
な
と
の
焼
死
防
』
対
策
の
倣

版
を
凶
る
。

。
異
常
乾
燥
時
や
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策
の
推
進

こ
の
時
期
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥

し
、
凶
叫
の
怖
い
日
の
出
火
が
多
い
た

め
.
火
遊
び
、
た
き
火
、
喫
煙

・
尾

仰
別
勝
美
(
第
二
分
間

)
知
名
耕
造
-

内
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

火
災
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

。
地
震
災
害
に
対
す
る
防
火
対
策
の

地
廿
臨
時
に
は
火
災
発
生
の
危
険
性

は
極
め
て
向
い
の
て
、
平
業
か
ら
地

ム
門
治
(
第
三
分
凶
)
山
石
崎
武
司
(
第

五
災
害
に
備
、
え
て
の
十
分
な
対
策
を

た
て
て
お
く
。

全
固
い
っ
せ
い
実
施
事
項

〈
家
庭
の
防
火
対
策
〉

幼
児
・
左
人
・
身
体
不
自
由
者

な
ど
に
対
す
る
安
全
へ
の
配
雌

一
人
く
ら
し
之
人
の
家
庭
に
対


す
る
非
常
述
絡
ベ
ル
の
設
山
ほ
と
近


隣
者
に
対
す
る
協
力
の
呼
び
か
け


簡
易
担
火
災
雌
首
相
叩
中
市
の
普
及
促


佐
-

防
炎
物
口
剛
の
普
及
促
進


地
従
災
害
発
生
に
備
、
え
で
の
消


火
・
避
難
訓
練
の
実
地


〈
屋
外
の
防
火
対
策 
V


異
常
乾
燥
時
や
強
風
時
に
お
け


る
火
災
予
防
広
報
の
実
施


異
常
乾
燥
時
や
強
風
時
の
火
気


取
以
い
の
任


た
き
火

・
ご
み
焼
却
時
な
と
に

お
け
る
消
火
用
具
の
備
え
と
監
川
町

の
励
行

昭
初
五
十
川
年

一
一川
三
日
の
出
初

式
で
次
の
か
た
が
ぷ
杉
さ
れ
ま
し
た
。

脅
知
事
表
彰

肥
田
信
夫 

(第
二
分
間 
)

貴
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

上
ロ
サ
孝 

(第
一
分
団
)
折
部
他

一
郎 

(第
三
分
団 
)
市
町
問
英
夫 

(第
別
分

間
)
森
山
義
則 

(第
六
分
団 
)
麻
本

F

的 

(第
七
分
団
)
川
口
幸
一 

(第
八

滋
美 

(第
九
分
間 
)

合
県
消
防
協
会
勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

九
分
凶 
)
秋
本
正 

(本
部
機
動
隊 
)

肯
町
消
防
団
長
表
彰

い
何
本
義
弘

・
東
山
倍
・
援 

(第

一
分
同 
)

山
本
博
之 

(第
一
分
団 
)
納
松
良
泰 

(第
二
分
間
)
新
席
以
弘 

(第
三
分

間
)
中
野
功 

(第
四
分
凶
)
浜
良
昭

(第 

4
分
団 
)
山
村
英
国
力
(
第
六
分

団
)
福
本
秀
雄 

(第
七
分
間
)
大
久

保
{一市
司
(
第
八
分
団
ご
新
居
伴
次 
(輸出

凶
分
団 
)
附
附
…
伴 

(第
五
分
団 
)
麻

伯
仲
次
郎

・
阿
山

一
(
第
六
分
間
)

時
本
不

一

(
第
七
分
間 
)
附
間
信
幸 

(第
八
分
間
)
仰
山
勝
義 

(第
九
分

団 
)
凶
泊

一
治 

(本
部
機
動
隊 
)

春

の
火
災

予

防

運

動

「
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で
生
か
せ
火
の

用
心
し
を
統

一
庶
務
と
し
て
、
よ
押
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

二
片
二
十

八
日
か
ら
三
月
卜
三
日
ま
で
の
十
四

日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
前
半

の
七
日
聞
は
車
両
と
林
野
火
災
の
防

止
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

重
点
目
標

。
幼
児
・
老
人

・
身
体
不
自
由
者
な

ど
を
中
心
と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の

徹
底昭

和
五
十
三
年
の
火
災
に
よ
る
死

者
の
発
生
傾
向
は
、

一
般
住
宅

・
共

同
住
宅
に
よ
る
も
の
が
約
八
割
を
占

め
て
い
る
。
特
に
幼
児

・
老
人
が
全

死
者
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
た
め

〈
事
業
所
に
お
け
る
防
火
対
策
〉

地
袋
災
当
に
即
応
で
き
る
山
ヱ

防
災
組
織
の
純
立

防
火
包
理
者
の
退
任
、
消
防
計

幽
の
作
成
や
従
業
川
県
の
防
災
教
刊

の
徹
氏

消
火
、
通
報
、

政
機
訓
練
な
と

の
反
似
実
地

駐
在
所
だ
よ
り

指
名
手
配
者
の
逮
捕
に
ご
協
力
を

県
繁
で
は
、

二
月
中
を

「
捜
査
強

化
月
間
」
に
指
定
し
て
、
殺
人
や
必

盗
、
ド
ロ
ボ
な
ど
を
働
き
、
相
官
・
始

か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
般

を
を
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
全
同
に
は
、
お
よ

そ
六
千
四
百
人
む
の
借
名
手
配
者
が

V一
般
市
民
の
中
に
ま
ぎ
れ
込
ん
で
お

り
、
も
し
か
し
た
ら
あ
な
た
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

そ
の
こ
と
を
考
え
た
ら
安
心
し
て
生

c

川
も
で
き
ま
せ
ん
合

一
日
も
勾
く
法

川
し
て
、
位
会
の
不
安
を
制
し
た

い
も
の
で
す
匂
み
な
さ
ん
の
チ
ヨ
ソ

卜
し
た
協
力
て
犯
人
が
逮
捕
で
き
る

の
で
す
ι

桁
名
手
配
山
な
ど
を
よ
く

凡
て
、 

け
ん
し
だ
い
一
一 

番
へ
泌

総
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
終
る

二
月
十
点
目
て
約
猟
則
聞
が
終
り

ま
す
。
川
相
期
終
了
後
の
市
総
や
市
中
故

防
止
の
た
め
、
伐
川
神
の
処
旦
を
適
正

に
す
る
と
と
も
に
猟
銃
な
ど
の
保
科

は
イ
分
注
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
の
交
通
事
故
を
防
ご
う

昨
年
に
比
べ
て
、
今
年
は
全
国
的

に
や
放
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
以
下
や
町
内
に
お

い
て
は
余
り
良
い
傾
向
で
は
な
く
、

と
く
に
、
佼
聞
に
暴
走
し
た
り
飲
湖

を
し
て
の
交
通
事
故
が
あ
と
を
断
ち

ま
せ
ん
。

二
月
、
三
月
中
は
ま
だ
ま
だ
伎
が


長
い
の
で
佼
聞
い
争
放
の

三
大
阪
凶
で


あ
る
、
飲
酒
巡
転
、
暴
走
運
転
、
逃


労
逆
転
を
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
運


転
に
際
し
て
は
必
ず
へ
ル
メ 
γ
ト
の


箔
用
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を


励
行
し
て
く
だ
さ
い


歩
行
者
は
自
に
つ
き
ゃ
す
い
服
装
を


夜
間
、
黒

っ
ぽ
い
服
装
は
自
に
つ

き
に
く
い
の
で
、
白

っ
ぽ
い
も
の
や

反
射
す
る
も
の
を
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
自
転
車
の
利
用
者
は
必
ず
、

ラ
イ
ト
を
灯
火
し
て
走
行
し
ま
し
ょ

う
む
無
灯
火
に
よ
る
事
故
が
多
い
よ

う
で
す
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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第
三
回
リ
フ
ォ
ー
ム
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者

優
秀
賞

麻
植
真
知
子 

(中
角
)

優
良
質

宮
本
問
、
子 

(掛
谷 
)

ア
ゴ
テ
ア
賞

阿
部
八
重
子 

(坂
本
)

プ

努
力
負

倉

僑

君

子 

(槻
野
)

久

保

和

江 

(中
角
)

湯
浅
和
校
(
石
原
)

↑
好
評
だ

っ
た
パ

ザ 

会
長
賞

山
田
サ
タ
ノ 

(棚
野
) 

↑
芸
術
展
示
会
場

徳

島

駅

伝

孟たんぽ
ぽ
正
也
努
ル

大
久
保
幸
栄

(今
山
)

中

カ

ツ

ミ

(
沼
江
)

麻
植
点
知
子

(中
角
)

山

川

利

子

(
星
谷
)

山
口
ス
ミ
子

(横
瀬
)

一
父
通
安
全
標
語
で
き
る

ゆ
と
り
か
ら

中
川
シ
ゲ
子 

①
ス
ピ
ー
ド
が
事
故

呼
ぶ
ケ
ガ
呼
ぶ

悲
劇
よ
ぶ

溝

内

次

代 

①
事
故
招
く

あ
せ
る
心
と

気
の
た
る
み

勢

田

澄

子 

①
と
び
出
す
な

そ
こ
は
車
の

通
る
道谷

冨

士

子 

①

ハ
ン
ド
ル
を

握
れ
ば
心
に

ア
壬
γ
ア
れ

努
力
賞

横
瀬
小
学
校 

交
通
安
全

P
T
A
-

母
の
会
で
は
、
年
末
年
始
の
交
通
安

全
運
動
の

一
環
と
し
全
会
員
の
交
通

安
全
意
識
の
高
山
怖
を
ね
ら

っ
て
、
標

語
を
募
集
し
、
集
ま

っ
た
百
八
十
五

題
を
厳
正
に
審
査
し
、
特
選
と
入
選

作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

〈
特

選

〉

み
か
ん
町

〈
入

選

〉

交
通
の
無
事
故
に
輝
や
け

ブ

レ

キ

を

矢

島

良

明

①
安
全
を
守
る
心
が
身
を
守
る

幸

山

和

子 

①

ハ
ン
ト
ル
を
持
つ
手
に
持
た
す
な

さ

か

づ

き

を

中

里

良

①
大
事
故
は
小
さ
な
心
の

ゆ

る

み

か

ら

新

居

敬

子

①
運
転
者
今
日
も
出
て
い
る
お
人
柄

林

森

久

代 

①
お
か
あ
さ
ん 
/
そ
の
手
離
す
な

幼

な

児

の

手

松

田

高

代

①
酒
飲
め
ば
ハ
ン
ド
ル
握
る

資

絡

な

し

小

谷

千

錦

子

①
運
転
は
い
つ
も
初
心
の
心
か
ら

相
原
佳
容
子 

①
運
転
中
心
も
ベ
ル
ト
も
し

っ
か
と

し

め

て

敏

鎌

謙

次

構
内

次

代

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
弁
当
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

大
久
保
和
子 

(今
山 
)

西
浜
シ
ズ
ノ 

(棚
野 
)

優
良
質

柳
沢
モ
ト
エ 

(
坂
本 
) 

ご声援ありがとう

二ざいまし

①
ス
ピ
|
ト
ザ
治
し
て
安
全
運
転

ぼ
く
と
わ
た
し
の
通
学
路

錦

内

妙

子 

①
安

全

運

転

守

っ
て
今
日
も

明

る

い

家

庭

大

西

幸

枚

①
安
全
は
笑
顔
て
ゆ
ず
る

思

い

や

り

山

田

秀

子

①
安
全
は
時
間
と
気
持
ち
の

戸¥

，.-、、
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実
際
生
活
上
は
、
決
し
て

「
ね
て

ザ
仁

b
L

J
E
 

月
十
一

lu
'、、� 一仁

十円一
リ一

一、
、
、-川
一

↑、一ハ一

------一-
、 実

慈

3
差
到
や

ω里
3
量
到
、
、
宝
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4
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h
口
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t
T
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h
口
古
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ム
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4
-
Z
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Z
E
1
4
F

国
旗
を
立

さ
と
つ
く

国
を祝圭己
養福豆』
いし宏、
ま ふ の �  

(
山
削
凶
か
ら
続
く
〉

「そ
っ
と
し
て

お
け
ば

」
な
ど

と
も
い
い
ま
す
が
、

結
婚
や
就
職
な
ど

の
場
合
、
本
人
の

人
間
性
、
人
格
、

人
物
、
実
力
に
よ

っ
て
こ
と
を
決
め

る
こ
と
も
、
家
柄

だ
、
門
地
だ
、
身

も
と
だ
と
い

っ
て、

さ
わ
ぎ
た
て
て
、

決
し
て
そ
っ
と
し

て
お
か
ず
、
相
思

相
愛
の
問
も
生
木

を
裂
く
よ
う
に
裂

い
て
し
ま

っ
た
り

す
る
の
は
い
っ
た

い
だ
れ
な
の
で
し

ょ、� 
7
か
。

医
者
が
い
る
か
ら
病
気
が
発
生
し

薬
が
あ
る
か
ら
病
人
が
で
る
と
い
う

理
屈
は
成
り
た
た
な
い
よ
う
に
、
同

和
教
育
。
同
和
事
業
に

「差
別
」
責

任
を
転
嫁
す
る
の
は
ま
ち
が

っ
て
い

ま
す
。「同

和
対
策
審
議
会
答
申
」
に
も

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
実
態
的
差

別
と
、
心
理
的
差
別
が
厳
然
と
し
て

存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
し
て
、
そ

の
差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
こ
そ
、

同
和
教
育
、
同
和
事
業
が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

昭
和
四
十
三
年

一
月
四
日
付
の
朝

も
い
な
い

」「
ね
さ
せ
て
も
い
な
い

」

の
に

「
ね
た
子
を
お
こ
す
な
」
と
い

っ
た
り
、
決
し
て
、
そ

っ
と
し
て
お

か
な
い
の
に
、

「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
・

」

v-

な
ど
と
は
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
な

言
動
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ね
た
ま
ま
で
」「
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
」
い
い
問
題
な
ら
解
放
令
以
後

だ
け
で
も
約
百
年
た

っ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
、
い
ま
だ
に
こ
の
問
題
が
解
決

さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

病
気
に
な
り
た
く
な
い
。
健
康
で

あ
り
た
い
と
い
う
の
は
万
人
の
願
い

で
す
。

し
か
し
、
も
し
病
気
に
か
か
っ
て

い
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
と
こ
が
わ

る
い
か
は
っ
き
り
さ
せ
、
適
切
な
治

療
、
投
薬
す
る
こ
と
が
病
気
を
な
く

す
る
近
道
で
す
。

悪
い
病
気
が
は
や
る
の
が
わ
か
っ


て
い
た
ら
、
医
学
の
認
め
る
と
こ
ろ


に
し
た
が

っ
て
、
予
防
注
射
を
す
る


の
も
常
識
で
す
。


病
気
で
あ
る
の
に
、
病
気
で
あ
る


こ
と
に
、
目
を
つ
ぶ

っ
て
い
て
も
、


病
気
か
ら
解
放
さ
れ
、
健
康
体
を
取


、
�
 

り
も
と
す
，
}
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
�
 

日
新
聞
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、

明
治
五
年
の
壬
申
戸
籍
な
と
と
い
う

「戸
籍
の
幽
霊
」
を
捜
し
出
し
、
時
特

ね
歩
き
、
ほ
じ
く
り
だ
し
て
き
で
ま

で
身
も
と
調
べ
を
し
た
り
し
て

「そ

っ
と
し
て
お
か
な
い
」
「
そ
っ
と
さ
せ

T
S3
3

J

て
�
 

、
-
乃
立
、
、

っ

カ
右
し

一

σ
ー

し

と

G

け
れ
ど
も
、
病
気
に
な
る
前
に
、

こ
の
社
会
の
で
き
ご
と
な
の
で
し
ょ

予
防
て
き
た
ら
、
そ
れ
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

)
 

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
�
 (rhυ

七
十
歳
に
な
れ
ば
だ
れ
で
も

老

齢

福

祉

年

金

、

が

う

け

ら

れ

る

?

お
年
よ
り
の
か
た
で
保
険
料
を
納

め
な
い
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
、
つ
け

て
い
る
か
た
が
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
く
て
も
、

ま
た
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
七
十

歳
に
な
れ
ば
、
老
齢
福
祉
年
金
が
も

ら
え
る
と
考
え
て
い
る
人
も
あ
る
よ

う
で
す
。

こ
れ
は
ま
ち
か
い
で
、
保
険
料
を

納
め
な
い
で
老
齢
福
祉
年
金
を
も
ら

え
る
の
は
明
治
四
十
四
年
四
月

一
日

ま
で
に
生
れ
た
人
だ
け
で
す
。

そ
れ
以
外
の
明
治
四
十
四
年
四
月

、，
，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、

二
日
以
降
生
れ
の
人
は
一厚
生
年
金
や

て 日
、 出

互 I
、h、 L、 建

d: 

る 心 lこ

進
f佳

よ

ロ

で
しう日

協

¥ー

¥』

容 ii

会、

各
種
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
な
い

か
ぎ
り
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

〈
'
2
2
4
3
2
t，〉〉〉、� 

〉〉〉、� 

，、〈

料
を
納
め
な
け
れ
ば
将
来
年
金
は
支

i
i

i
3
3
2

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら

住
民
悩
祉
課
年
金
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

議 つ。� す� 

勝浦郡社会同和教育研究大会

多数の参加を�  / 

安 と き 2月 5日(円� 9:30-

脅 ところ 住民 福 祉 セ ン タ

世町 内 映画・講 l(・分科会など

女講師�  奈良教育大学教授
中川喜代子先生

d

:z:;: 

未納保険料の特例納付は?

1 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別

MUS04
テキストボックス
実態的差別や心理的差別が存在

MUS04
テキストボックス
2月十一日（土）は建国記念の日です国旗を立て互いに祝福し合う心を養いましょうふるさとづくり推進協議会



J(7) 第104号� カミ コ つ� ら 昭和54年� 2月� l日
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曲
戻

み

か

ん

整
枝

・
せ
ん
定

今
回
は
要
点
の
み
を
記
入
し
て
みo 

ま
す
。

株
一花
の
い
た
ん
で
い
る
も
の
、
不

良
系
統
樹
は
抑
定
せ
ず
伐
採
し
、
優

良
系
統
に
改
槌
を
し
て
く
だ
さ
い

早
生
、
普
通
を
間
わ
ず
密
械
に
な

っ
て

い
る
も
の
は
、

一
樹
つ
つ
の
前
内

定
を
考
え
ず
、
ま
ず
間
伐
を
行

っ
て

く
だ
さ
い
。
切
り
方
は
間
伐
附
と
永

久
樹
を
決
め
、
間
伐
鮒
は
切
り
取
る

校
の
分
岐
部
を
残
す
伎
に
す
り
つ
け

て
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
し
な
い

と
徒
長
校
の
発
生
が
か
、
え
っ
て
多
く

な
り
、

間
伐
の
効
栄
が
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
樹 
4
問
が
尚
く
、
収
機
や
病
虫
当
防

除
、
摘
出
木
な
と
の
作
業
が
で
き
に
く

い
樹
は
作
業
能
率
を
向
め
る
た
め
、

次
の
目
襟
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

マ
樹
高
を
計
画
的
に
切
り
下
げ
、

二
・ 

4
メ
ー
ト
ル
以
内
と
な
る
よ
う
に
す

ヲ色
。

マ 作マ
地
上
に
い
て
七 

は
収
械
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

あ
る
川
何
度
の
減
収
は
党
国
す
る
。

マ
三
1

凶
年
以
内
に
仕
上
げ
る
。

マ
独
立
樹
や
樹
齢
の
比
較
的
若
い

木

の
場
合
は
、
紋
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
関
心
自
然
型
と
す
る
。

o
r

拐
ず
枝
(
予
備
校
)
の
設
定

「隔
年
結
巣
の
防
止
に
坊
ず
枚
を

作
る
の
が
よ
い

」
と
、
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
案
外
実
行
さ
れ
て
い
な
い
の

が
実
態
て
す
。
こ
れ
は
直
径

一
1
二

勺
の
枚
を
小
枝
を
つ
け
ず
に
途
中
か

ら
切
り
取
る
方
法
で
す
の
で
、
む
つ

か
し
い
作
業
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
木
の
大
き
き
ゃ
樹
勢
に
よ

っ
て

も
違
い
ま
す
が
樹
全
体
に
む
ら
な
く

設
定
す
れ
ば
よ
い
訳
で
す
。
中
角
の

大
上
氏
は
五
十
二
年
の
笠
作
年
に
こ

の
方
法
を
試
み
、
昨
年
の
裂
年
で
も

こ
の
校
を
利
用
し
果
実
を
多
く
成
ら

せ
、
よ
い
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

春月E施肥 基 準 量

y チソ サリ ンン カリ地用時期 
  

2月下旬
 5.77 5.0 
貯蔵用� 

5.77.0 5.03月下旬� 

0.

0. 6.010 8.03月上旬早 生�  

10aあたり成木図いずれも成分kg

貯
蔵
管
理
と
出
荷

昨
年
の
不
作
に
よ
り
入
庫
量
の
少

い
率
で
は
乾
き
過
き
に
る
ら
な
い
よ

う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
腐

敗
果
の
点
検
を
早
目
に
行
う
と
と
も

に
、
出
桁
に
つ
い
て
は
各
出
荷
機
関

の
指
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

春
肥
の
施
用
計
画

春
肥
は
年
間
を
通
じ
、
最
も
大
切

な
肥
料
で
す
。
施
用
時
期
が
遅
れ
な

い
よ
う
、
ま
た
施
用
最
も
別
表
の
け
控

準
を
必
ず
守

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

本
時
期
の
肥
料
は
有
機
一
泊
含
量
の

多
い
配
合
肥
料
が
適
当
で
し
ょ
う
。

本
町
に
お
い
て
販
売
さ
れ
て
い
る
代

表
的
な
も
の
に
「
か
つ
ら
み
か
ん

配
合
」
が
あ
り
ま
す
が
、
本
肥
料
を

施
用
す
る
な
ら
十
日
!
当
り
成
木
闘
で

七
袋
と
な
り
ま
す
。
ま
た
早
生
図
で

柑
橘

一
号
を
用
い
る
な
ら
ば
三 
1
四

袋
程
度
で
す
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

本
格
的
な
収
穫
期
と
な
り
ま
す
が

外
混
が
低
く
、
日
も
短
い
の
で
、
な

り
づ
か
れ
を
お
こ
し
や
す
い
時
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
此
悼
の
栄
養
が
、
果

実
の
肥
大
や
楽
の
生
長
に
と
ら
れ
、

恨
の
生
長
が
止
り
が
ち
て
す
。
な
り

づ
か
れ
を
防
ぐ
に
は
、
根
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
地

視
を
高
く
保
つ
こ
と
、
笑
を
な
ら
せ

す
ぎ
な
い
こ
と
、

肥
料
な
ど
で
恨
い

た
み
を
お
こ
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要

で
す
。 

豆
を
ま
く
の
は
節
分
と
相
場
は
}

決
ま

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
行
一

事
、
今
で
こ
そ
立
春
の
前
日
に
行
ヤ

っ
て
い
ま
す
が
、
立
夏
、
立
秋
、
立
一

一
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
前
日
が
節
分
。

つ
一

一
ま
り
季
節
の
移
り
変
わ
る
時
と
い
一

一
う
意
味
で
あ
る
よ
う
で
す
。一
旦
を
山

一
ま
く
よ
つ
に
な
っ
た
の
は
千
三
百

一

一
年
ほ
ど
昔
、
文
武
天
皇
の
慶
雲
三

一

一
年
に
、
諸
国
で
悪
病
が
流
行
し
、

丹

一
そ
の
時
厄
除
け
の
行
事
と
し
て
行
『

一
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
一

一
お
り
ま
す
。
時
代
は
下
が

っ
て
平
一

一
安
朝
に
は
宮
中
の
年
中
行
事 
の

一
一

司
つ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
鬼

一

一
は
外
、
福
は
内
」と
唱
え
る
よ
う
に
一

一
な
っ
た
の
は
さ
ら
に
時
代
が
下
が

っ

一

一
た
南
北
朝
時
代
か
ら
と
い
わ
れ
ま
す
。
一

一
明
け
て
四
日
は
立
春
、
冬
が
終
一

一
わ
り
春
め
季
節
に
入

っ
た
、
と
い
一

↑
う
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
立
春
を
一

一
元
日
と
し
て
祝
っ
て

い
る
と
こ
ろ
一

目
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
一

一
い
ろ
い
ろ
な
行
事
、
初
午
や
八
十

一

戸
八
夜
と
か
、
二
百
十
日
、

二
百
二
』

一
十
日
な
ど
は
こ
の
立
春
の
日
か
ら

一

一
教
え
て
決
め
る
わ
け
で
、
暦
の
上
}

一
の
重
要
な
日
で
あ
る
わ
け
で
す
。

一

a

¥ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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生� r百槻久星棚昼中坂 横倒
名江野国谷野谷山本�  I紙型J

か
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た

あ
り 
“

-
香
典
返
し
に
か
え
て

r
ご
結
婚
お
め
で
と
う

「

坂

本

徳
島
市

ヘ

横

瀬

戸
上
勝
町

お
誕
生
お
め
で
と
う

矯

長

典

さ

ん 

(生

五
十
川
崎
杭
己
さ
ん 

(西

長
通
正
雄
さ
ん 
(中

立

石

進

さ

ん

(

今

構
内
藤
夫
さ
ん 
(生

名山山間名

森

京
間

義

則

維
野
和
幸

構
内
玄
廿
挫

中
西
茂
人

甫
坂
士
口
彦

高
田
敏
幸

松

田

祐

尾
崎
哨
祥

中
村
孝
太
郎

丸
山
敬
意

長長二長長 三 長長長 長長
女女女女男男女女女 男男

稔

之

史

郎煎
愛

子

、
え
り

伸

彦

悦

尚
有
加
里

晴

美

祐

子
美

穂 

産東
田山

秀
美他

新

居

崇

弘

小
西
美
津
子

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

、、一ー/ー、一一/
坂 沼 小棚

松
本 江 島 野 �  

木 岩
下佐

和 博
代之

平
岡
由
紀
夫

内

藤

弘

子

rn 

棚沼今棚坂今棚中西 ・
そ
の
他

若

築

会

(

横

瀬 

)

生
比
奈
小
学
校
四
十
三
年
度
卒
業
生

一
問

中
岡
由
光
さ
ん
(
与
川
内 
)

勝
谷
イ
ト
ノ
さ
ん

(星

谷 
)

以
上
が
、
町
善
意
銀
行
に
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

-
退
院
祝
に
か
え
て

'lH'iT.山野本 山聖子山岡

4
十
川
イ
ソ
ノ

長
通
幸
一

寺
井

利
徳

立
石
牛
太
郎

美

馬

弘

子

木

原

清

一

山

西

タ

ミ

後

藤

フ

サ

堺

ン

ズ

ヱ

細
川
弘
子
さ
ん 
(
坂

問
中
八
盛
子
さ
ん 

(
山

¥」〆

(
部
歳
)

(
九
歳 
) 

(
回
歳
)

(
別
歳
)

(
日
歳 
) 

(
打

歳 
)

(
肝
蔵
)

(
幻

歳
) 

(
町
議

) 
本西

山
茶
花
の
散
る
を
惜
し
み
て

庭
を
婦
〈

坂

本

谷

富
士

駐
車
場
満
杯
に
し
て
初
詣

愛
し
住
む
過
疎
の
陽
差
し
ゃ
梅
薫
る

占
屋
線
を
壊
す
日
近
き
蔦
紅
築

電
報
電
話
局
か
ら
お
願
い

m
「
電
話
用
配
管
を

お
忘
れ
な
く
」

一屯
話 

配
管
が
な
い
お
宅
で
は
、

従
話
を
つ
け
る
た
め
に
、
せ

っ
か
く

美
し
く
仕
上

っ
た
お
部
口
庄
の
壁
や
柱

に
、
大
を
あ
け
た
り
、
屯
話
線
が
は

っ
た
り
し
て
、
美
観
や
調
和
を
著
し

く
閉
山
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

わたしの
ロ作 Pf.1.， 

〈俳句〉

袈
年
に
期
待
も
か
け
て
み
か
ん
採
り

中

角

間

寒

暑

雑
談
に
花
を
咲
か
せ
て
み
か
ん
採
り

星

谷

勝

谷

春

城

貼
っ
た
て
の
白
き
障
子
や
年
の
暮

掛

谷

線

山

み

づ
は

行
商
の
あ
れ
こ
れ
思
い
年
詰
る

胤

前

谷

駒

津

光

洋

野
の
同
冠
制
焚
火
ぼ
こ
り
を

坂

本

日

浦

翠

峰

坂

本

吉

田

渓

水

中

山

鴻

内

喜

美

代

茶
に
浮
か
せ

按

野
上
す
み
れ

登
る
木
の
ゆ
る
る
に
ま
か
せ

み
か
ん
採
る

船

谷

斉

藤

重

子

赤
土
の
ま
ま
注
述
飾
る
ブ
ル
ド 
l
ザ

谷

ま
た
、
電
話
用
配
管
が
な
い
た
め

に
、
電
話
の
指
紋
や
、
移
転
の
工
事

が
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

住
宅
の
新
築
、
地
改
築
を
計
画
さ


れ
て
い
る
場
合
は
、
設
計
図
の
段
階


か
ら
電
気
や
水
道
と
同
じ
よ
う
に
、


従
話
用
配
管
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。


な
お
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
ン
(
ボ
タ
ン

包
話
)
や
ホ
|
ム
テ
レ
ホ
ン
の
場
合

は
、
特
殊
な
袋
ほ
が
必
要
で
す
の
で
、

二
O
O
O番 

(無
料
)
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ

い
。

大
安
の
日
に
注
述
織
の
裁
を
撚
る

凍
掌
の
日
を
妊
り
て
動
か
ざ
る

年
忘
れ
今
日
こ
そ
ひ
ら
け
眉
の
鍛

生

名

丸

山

香

月

生

名

竹

林

白

川

怖

沼

江

中

回

線

笑

凍
雲
の
時
お
り
白
い
も
の
降
ら
す

沼

江

紺

堂

草 

U
A
A

液
ぎ
物
今
日
も
乾
か
ず
雲
凍
る

沼

江

生

名

天

羽

百

歩

小
室

五

月

凍
雲
の
た
れ
込
め
し
ま
ま
峡
昏
る
る

沼

江

小

室

未

成

ひ
か
げ
れ
ば
風
に
お
び
ゆ
る
返
り
花

二
三
戸
へ
波
す
吊
僑
笹
子
川町
〈

沼

江

大

岡

初

立

目

新
し
き
下
駄
立
国
立
て
て
若
井
く
む

石

原

瀬

戸

白

峰

生
か
さ
れ
て
居
る
幸
せ
や
梅
が
香
に

紅
怖
を
品
目
に
煽
る
哨
着
香
ぐ
わ
し
き

繍

瀬

稼

勢

銀

星

出
一
詠
は
箇
月
七
日
ま
で
に


三
句
ハ
ガ
キ
で


送
り
先
勝
浦
町
三
渓


由
服
勢
広
夫
(
都
察
〉
ま
で


町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。


-
次
回
は
短
獣
、
そ
の
次
は
川
柳
と
受
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ

さい。
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MUS04
テキストボックス
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つ 昭和54年� 2月1日ら

の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

-
入
所
で
き
る
人
員

横

瀬

保

育

所

ずコ(9) 第104号� カ為

OO O

保
育
所
入
所
者
の
受
付


支
払
報
告
を
す
れ
ば
、
働
き
に
き
て

で
厳
し
く
罰
則
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

雇
用
主
が
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
納
税
者
は

給
与
舗
が
七
十
万
円
以
下
の
場
合
、

配
偶
者
控
除
も
受
け
ら
れ
、
な
お
そ

の
給
与
に
所
得
税
も
か
か
ら
な
い
な

ど
、
有
利
な
特
典
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
給
与
支
払
報
告
主
を
従
山
さ

れ
て
な
い
か
た
は
、
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

一
競
争
入
札
参
加
一

一

資

格

の

申

請

一

一

昭
和
五
十
四
年
度
に
勝
浦
町
が

一 

-
発
注
す
る
建
設
工
事
の
入
札
に
参

一 

加
し
た
い
か
た
は
、
競
争
入
札
参

一 

↑ …- -
に
あ
り
ま
す
。

一 -

一
申
請
締
め
切
り
期
限
三
月
三
十

一

一
日

一

加
資
格
の
申
簡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一 

申
諮
書
用
紙
は
、
役
場
建
設
課

移動営農相談会日程表� 
電気料金の支払いは

11たいのが口座振替

口座振替をこ利用されますと ，応待のわずらわしさや，現金の

出し入れをしなくても，お客さまにかわ って取級金融機関が支払

い手続きをしてくれます。

なお，口座娠替の場合，毎月の電気料金振替額は四国電力から

お客さまへお知らせいたします。 また，ついでのときに ，預金通� 

l阪を取扱金倣機関へ持参，されますと ，振替月日.金額を記入して

くれます。

口座振替についてのお申し込み， お閉し、合わせはもよりの四国

電力営業所，営業!古または取扱金融機関でお承りし、たしておりま

すので，お主Ui去にご用命ください。

，
11です。

く
れ
る
人
が
少
な
く
な
る
」
と
か
、

ま
た
雇
わ
れ
て
い
る
人
は
「
そ
ん
な

こ
と
さ
れ
た
ら
税
金
が
高
く
な
る
」

と
心
配
し
、
提
出
し
な
い
人
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
場
合
雇
用
主
は
法
律

二
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で

昭
和
五
十
四
年
度 

(
四
月
か
ら 
)

の
保
育
所
入
所
申
請
の
受
付
を
つ
ぎ

保
護
者
の
仕
事
、
疾
病
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
に
欠
け
る

児
重
で
あ
る
こ
と
。 

-
つ
ぎ
の
事
項
に
該
当
す
る
児
童
は

伝
染
病
そ
の
他
悪
質
な
疾
患
を

身
体
が
虚
弱
で
集
団
保
育
に
耐

午
前
八
時
三
十
分 
1
十
時
ま
で

各
保
育
所
の
受
付
日
時
に
必
ず
ご

家
族
の
か
た
が
、
申
梢
容
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
そ
の
日
に

ご
都
合
が
惑
い
か
た
は
二
月

一
日
か

ら
三
日
ま
で
に
役
場
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
は
一
月
末
ま
で
に

該
当
者
に
発
送
し
ま
す
。

給
与
報
告
は
一
月
三
十
一
日
ま
で

提
出
さ
れ
て
な
い
か
定
は
至
急
に

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、
税

法
で
常
時
二

人
以
上
雇
用
し
て
い
る

場
合
雇
用
主
は
、
そ
の
人
た
ち
に
支

払
っ
た
前
年
中
の
給
与 

(賞
与
も
含

む
)
の
支
払
報
告
書
を
、
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
町
長
あ
て
に
提
出
す
る

よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

腐
用
主
に
し
て
み
れ
ば

「
給
与
の

一
二
五
人

O O

生

比

奈

保

育

所

八 

人

泊

江

保

育

所

四 

人

・
入
所
で
き
る
要
件

入
所
で
き
ま
せ
ん

有
す
る
者 

、¥

便利な口座振替を

お忙しいご家庭や，お留守にな

りがちのお客さまに是非おすすめし� 

え
れ
な
い
者 

I也J或名 月 日 時 間 上易 所

生名西地区� 2月 l日 午後 7時から 生名センター

生名東地区� 2月2日 午後7時から� " 
中 角 地区�  2月6日 午後 71砕から 中角センター� |

黒岩地区�  2月7日 午後 7時から Jl存浦会館

星 谷地区�  2月8日 午後 7 J時から 星谷公会堂

今山地区�  2月14日 午後7時から ノムHμJ守ぷ与、、 司、正E 1it仏〉、

山 西 地区�  2月16日 午後 711寺から 山西公会堂

掛谷地区�  2月20日 午後7時から 持卜谷公会堂

沼江地区�  2月23日 午後 7時から 沼江公会堂

石原地区�  2月27日 午後7時から 石原センター

精
神
病
や
惑
癖
を
有
す
る
者

・
申
前
受
付
日
時

。
生
比
奈
保
育
所
二
月
五
日

i

午
前
八
時
三
十
分 

十
時
ま
で

。
沼

江

保

育

所

@
横

瀬

保

育

所

二
月
六
日

二
月
七
日

i

午
前
八
時
三
十
分 

十
時
ま
で

・
申
請
手
続
き
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移動営農相談会日程表



*
*
* 
* 
ヲ台� 

昭和54年 2月l日	 カミ ザコ 0)(1号104第	らつ

レン トゲン車日程表� 

l歳6か月児健康診査
場 戸斤時� r:¥J 

10 :00~ 10 :30 石原セ�  /' タ

10 :40~ 11 :20 沼江古 山 庖前月� 

五� 11 :30~ 12 :00 湯浅瓦工業所

日� 13 :00~13 :30 柳 原田中食堂円リ�  

14 :3040~13 : 
)(月 

生比奈 	  i盆来場日リ�  

10 :00~ 10 :30 生比奈乏 人 ~~t の家

ニ〉メ寸入 山	 集� dzミh 所10 :40~ 11 :20月� 

七� 11 :30~ 12 :00 巣岩谷�  l協� 1苫前

日� 13 :00~13 :50 i 果
(村 

星 谷	 !i星 場

14 :OO~14 :30 中 山 相際、!苫刊j 

10 :00~ 10 :30 玉ノ木 ， 五十回 . 住 宅

月� 10:40~ 1l :20 生比奈石油横
八
日� 11 :30~ 12 :00 生名生活センター

(本) 13:00~ 14: 00 役:	 実名� 

9 :30~ 10 :10 電報~[話局横

10:20~ 11 :00 捌型?噌 相原石油検月� 

九� 11 :20~ 11:40 立 川， 中田敏明氏宅路上

日� 13 :00~ 13 :50 横瀬 ， 沢田広横
制� 

14:00~ 1 4: 30 徳 パ ス 、 横瀬蛍業所�  

9 : 30~ 1 0 : 00 与 川 内事業所�  

10 :10~ ] 0 : 40 キオ?i'.r屯	 製 戸斤
月

十� 坂 司王� 1定 所10 :50~ 11:20 

四� t反 本	 5長� dzbスh P片11 :30~ 12 :00 
日

坂本キワダ僑付近
レド)� 

13 :00~ 13 :30 

14 :00~ 14 :30 役	 場

富
町 

昌
世

L

* 

* 

，々� 

* 日� 時� 2月16日樹

午後 1時30分一�  31待

*場所�  勝浦病院

*該当者 昭和52年 6 月 ~8 月 

31日までに生れた者

※ 持参するもの

母子手帳 ・問診察

股関節脱臼検診
結

核

検

診
* 日 H寺	 2月21日かぬ

午後 l 時~2 時30分

受付

*場所 	  住民福祉センター

*該当者 昭和53年� 2月-11月� 

30日までに生れた者。

この検診は，先天的， 後天的

におこりやすい股関節脱 臼の早

期発見のための検診です。大切

な検診ですからぜひ受けてくだ

さし、。� 

*
* 


百日咳・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種� 

時� 2月22日(村 1 	 f 
午後 1 時30分~ 寺 夜間放急当番表� iれ場のけ�  

七( 113

l

*場所

* 日

住民福祉センタ ー
おて所記ら ーFL:t苦225;*

* 

山2月� 1 日 赤 石 医 院

"④日  w静 浦 病 院� 

7日 上勝診療所" 
" 10 B I山 四 医 Il完� 

" 13日� Ij非 j甫 病 院� 

" 16日 上 勝第�  2 診療所�  

" 19日� t易 i支 医 |完 

" 22日� 甫	 1完1m t 病� 1

山赤 石 医 院� 

" 28日

" ⑮ 日

勝� I甫 病 院� 

そZ系企亡知*該 当者 	  個人あてに通知 しま

す。

※ 持参するもの

母子手帳 ・印鑑�  

乳児健康診断

* 日� H寺	 2月23日樹

午後 1 時30分 ~3 時

*場所 	  勝浦病院

*該当者 	 昭 和53年� 9月-12月� 

31日までに生まれた� i

者。� l

ぴ i

ヲ除

置 

電
電


L

タ〆
々パ

2月� 7 日守防� 

y

不
用
犬
買
い
上
げ
日

2月21日守防

小 成

ニ

円

一

円

犬 犬

O
O
O
O

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
車
が
、
次
の
日

程
で
町
内
を
巡
回
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
昨
年
九
月
に
受
け
て

い
な
い
人

は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
料
は
無
料
で
す
。

※
仕
事
着
の
ま
ま
ど
こ
で
も
自
由
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 	 持参するもの� l 

母子手帳 �  l ※平日 午後 6時~翌日午前 9時
※休日� 午後 7時~翌日午前 9s，!f 
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